
【11 月 霜月（しもつき）】 

この頃から少しずつ寒さが本格化してきます。同時に野山の木々が赤や

黄色に色づく紅葉の月。同時に極寒の地から寒さを逃れて冬を越えようと、

白鳥や雁などの渡り鳥が日本にやってきます。また 陰陽道
おんみょうどう

でいうと旧暦の

11 月が「一陽来復
い ち よ う ら い ふ く

」という縁起の良い月であったことから、この月に七五

三のお祝いをするようになりました。 

 

＜11 月の行事＞ 

３日       文化の日 

７日ごろ    立冬 

１５日       七五三 

２３日       勤労感謝の日 

 

 



七五三
し ち ご さ ん

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七五三とは、１１月１５日に３歳、5 歳、７歳の子どもの

成長を祝い、これからの長寿を祈願する日本の年中行

事です。 

由来には諸説ありますが、江戸時代は関東圏におけ

る地方風俗だったものが、やがて京都、大阪でも行われ

るようになり、だんだんと全国に広まっていきました。 

「七五三」という名称から、それぞれの年齢で行う同

じ行事のように捉えられる傾向にありますが、実際には

別々の異なった行事です。 

3 歳・5 歳・7 歳を節目とした理由は、暦が中

国から伝わった際に奇数は陽、つまり縁起がい

いとされたためで、「3 歳で言葉を理解し、5 歳

で知恵がつき、7 歳で乳歯が生え替わる」という

成長の節目の歳のためともいわれています。 

神事としては、感謝を捧げ祝うことが重要だ

という考え方から、元々は数え年に行っていまし

たが、現代は満年齢で行う場合も多いようです。 

 

●3 歳＝髪置きの儀（男女とも） 

男女ともに生後７日目から 3 歳までは髪を

剃る風習があったため、それを終了する儀式

です。これは頭を清潔に保つことで病気の予

防になり、その後健康な髪が生えてくると信じ

られていたためです。 

●5 歳＝袴着の儀（男の子のみ） 

男子が袴を着用し始める儀式です。平安時

代に公家階級で行われていた行事にならった

もので、古くは男女ともに行いましたが、武家

では男子のみに行ったため男児の行事となり

ました。 

●7 歳＝帯解きの儀（女の子のみ） 

女子が付け紐の着物を卒業し大人と同じ幅

の広い帯を結び始める儀式です。 

七五三の意味 

七五三では、親が自らの子に長寿

の願いを込めた「千歳飴」を与えて食

べて祝います。 

「千歳」という言葉には「千年」つま

り「長い」「長生き」という意味がある

と共に、千歳飴の細長い形状から「細

く長く」「長寿」が連想され、「細く長く

いつまでも長生きしてほしい」という

意味が込められています。 

長さは直径約 15mm 以内、長さ

1m 以内と決まっており、縁起が良い

とされる紅白それぞれの色で着色さ

れています。 

千歳飴袋には、鶴亀や松竹梅など

の縁起の良い絵柄が描かれているも

のが多いです。  

元々は、江戸時代に浅草の飴売り

七兵衛が売り出し流行した「千年飴」

から始まったとされています。  

現代では、千歳飴の色も、千歳飴

袋の絵柄も、様々なデザインのもの

が作られています。 

千歳
ち と せ

飴
あ め

 

現代に比べて昔は子どもの死亡率がとても高く、「7 歳までは神の子」と言われていまし

た。その名残として、医療が発達した現代でも七五三の儀式があり、とくに７歳の儀式を重

視する地方が多かったようです。 

現在は、子どもが着物を着て、記念撮影をして、お参りをして、お祝いの食事会を開く、と

いう流れが一般的です。 

 



勤労感謝の日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勤労感謝の日は、日本の国民の祝日の一つ。 

毎年１１月２３日に「勤労をたつとび、生産を祝い、国

民がたがいに感謝しあう」ことを趣旨として１９４８年に

制定されました。 

漢字のイメージから「働く人に感謝する日」「働けるこ

とに感謝する日」と思われがちですが、「生産を祝う」と

いう趣旨は、起源となった「新嘗祭
に い な め さ い

」に由来しています。 

第二次世界大戦後、宮中行事である「新嘗祭」は国が

定めた休日から切り離されましたが、休日であること

自体は残され、新しく制定されたのが「勤労感謝の日」

です。 

 

「新」は新穀（初穂）、「嘗」は御馳走を意味

します。「しんじょうさい」とも呼ばれます。 

新嘗祭は飛鳥時代から続く天皇家の伝

統行事の一つで、天
あ ま

照
てらす

大御神
お お み か み

はじめすべて

の神様に新穀をお供えして、自らも食する

ことで、神様の恵みによって新穀を得たこ

とを感謝するお祭りです。 

現在では日本全国の神社で１１月２３日

に新嘗祭が行われます。その際神饌
し ん せ ん

として

様々な食べ物をお供えしますが、山のも

の、海のものなど、自然の収穫に感謝をす

るものばかりです。 

この新嘗祭と対になっているのが、

祈年祭
き ね ん さ い

です。祈年祭はその年の耕作始めに

五穀豊穣を祈る神事で、かつては旧暦2月

4 日、現在では 2 月 17 日に行われていま

す。 

春に豊作を祈り、秋の収穫に感謝する稲

作を中心とした営みを、日本人は 2000

年以上繰り返して来ました。 

勤労感謝の日は現代の国民の祝日の中

で、もっとも長い伝統を持つ祝日のひとつ

といえます。 

新嘗祭
にいなめさい

 

豊かな自然の恵みに感謝するお祝いは、

日本だけでなく世界でも行われています。 

「Thanksgiving Day」は、アメリカで

は一年のうちもっとも重要なイベントとし

て毎年 11 月の第 4 木曜日に行われます。

カナダでは 10 月の第 2 月曜日です。日本

ではこれを「感謝祭」と呼びます。 

もともとはイギリスからアメリカに渡っ

てきた pilgrim（ピルグリム）と呼ばれる人

たちが新しい土地での初めての収穫を神

に感謝をしたことが起源です。 

この日は家族で集まって伝統的な食事を

楽しみます。メインディッシュには七面鳥の

丸焼き、デザートにはカボチャのパイを食

べるのが一般的で、そのため感謝祭の日は

「七面鳥の日（Turkey Day）」とも呼ばれ

ます。 

アメリカではこの日のディナーのために

離れて暮らしている家族も長期休暇をと

り、帰省して親戚と集まります。日本のお正

月のような、大切な家族の行事なのです。 

感謝祭 

この日は特に家庭で行う風習等はありませんが、この機会に働いている家族に感謝を伝

えたり、近所のお祭りに参加してみたり、働く自分を労ってみてはいかがでしょうか。 
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